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1.はじめに 

廃棄物最終処分場に利用される鉛直遮水工は，鋼矢板・鋼管矢板等の鋼製遮水壁を下部不透水層まで打設

する方法である。従来，鋼管矢板壁の遮水継手は嵌合部の空間に無収縮モルタルを充填し，遮水性を確保す

る方法がとられているが，その遮水性能は明確にされていないのが現状である。そこで本論文は従来の遮水

継手と遮水性向上を目指した改良継手について性能評価試験を行った。ここにその結果を報告する。 

２.試験方法 

試験は鋼管矢板継手が実際に外力を受けた状態と同様な条件を試験体に 

与え，その後耐水圧試験を行い漏水量から各試験体の透水係数を求めるこ 

とで遮水性を評価する。以下にその手順を述べる。 

① 試験体製作：長さ 2.5 ｍの P-P 型または P-T 型の継手試験体を製作し， 

  それを立てた状態で充填材を充填し，養生を行った。 

② 曲げ載荷：試験体は，図-1 に示す４点曲げ試験を実施した。載荷に際 

し，試験体は鋼管矢板φ1000 に取り付けられた継手管φ165.2×ｔ 11 

（またはφ216.3×ｔ 10）を想定した。載荷は図-2 に示す通り，鋼管 

矢板の縁端歪みが降伏点歪み以上となるように継手鋼管の縁端歪みが， 

最大 250μ（または 500μ）となるまで載荷した。 

③ 試験体切り出し：曲げ載荷を行った試験体は，図-３のような遮水試験 

体を作製すべく，試験体の中央部 175mm を切り出し加工した。 

④ 遮水試験：切り出した遮水試験体の端面に研磨処理等を行った後，図- 

４に示す耐水圧試験器を用いて遮水性能を評価した。載荷圧力は 0.02 

MPa，0.05MPa，0.10MPa，0.20MPa，0.30MPa，0.40MPa，0.50 

MPa の順に段階的に載荷した。各載荷圧力の保持時間は１時間とし， 

１時間あたりの漏水量 Q を測定した。ここで鋼管矢板の継手を 50cm 厚 

の均一な透水層と考え，ダルシーの法則（ｑ=ｋ･ｉ）に準じて換算透水 

係数 ke を(1)式によって求め，各々の試験体の評価を行う。 

Ｑ＝Ａ・ｖ＝Ａ・ke・ｉ 

                     Ｑ／Ａ＝ke・（Δｈ／Ｔ）…（1）式 

ここに，ｑ：単位面積当りの流速，ｋ：透水係数，ｉ：動水勾配 ｉ＝Δｈ／Ｔ，Q：実験によって得られ 

た単位時間当たりの漏水量，Ａ：鋼管矢板の断面積 Ａ＝Ｂ・Ｌ， Δｈ：水頭差，Ｔ：換算透水層厚さ（50cm） 

3．試験モデル 

試験に用いた鋼管矢板継手のタイプを表－１に示す。従来継手の P-P 型を Case1（図-5），P-T 型を Case2

（図-6）とし継手管内部に無収縮モルタルを充填した。Case2 と同様の構造でモルタルジャケットを使用し

た P-T 型を Case3（図-7）とした。また，今回海底面以浅の継手部の遮水性能を向上させた P-T 型改良継手

を図-8，9，10 に示す。図-8 はモルタルジャケットと鋼管との境界面に水みちを防止すべく止水ゴムを施し

た構造で Case4 とした。図-9 はモルタルジャケットの代替となる漏洩止水ゴム（ベロ式ゴム）を取り付け 

 

 

 
図‐3 試験体切り出し 
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図‐4 遮水試験 
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図‐1 曲げ載荷 
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図-2 継手管の縁端歪み 
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た構造で Case5 と 

した。Case5 は漏洩 

止水ゴムの取り付け 

部が遮水性能を低下 

させないように止水 

ゴムを取り付けた。 

図-10 は P-T 継手の 

充填材として鋼材と 

の密着性が高いアス 

ファルトマスチック 

を用いた構造であり 

Case6 とした。 

４．試験結果 

各ケースの試験結果を図‐11 に 

示す。図‐11 に示す通り，P-T 型 

継手は P-P 型継手より遮水性能が 

高い結果を得た。Case3 のモルタ 

ルジャケットを使用した場合， 

Case ２のモルタル充填のみの場 

合より遮水性能が劣る。これは鋼 

材とモルタルジャケットとの境界面に水みちが出 

来やすいと考えられ，Case ４のようなモルタル 

ジャケット外面に止水ゴムを取り付ける事により 

遮水性能が改善される結果を得た。Case5 は載荷 

圧力 0.50MPa にいたるまで若干水がにじむ程度 

で漏水量が計測できなかった。また，Case6 は載 

荷圧力が 0.50MPa に至っても漏水は認められな 

い。したがって，この Case ５，6 の２ケースは 

換算透水係数の算出が不可能であるため，図-11 

では換算透水係数を 1.0×10－8cm/sec 以下として 

プロットした。 

５．おわりに 

４節の通り，改良継手は従来の継手と比較して遮水性能を大きく向上させている。しかしながら，室内試

験であるため実際の施工環境下でも同様な遮水性能を維持できるかを確認する必要がある。そこで Case4，5

の継手をそれぞれ H 形鋼に取り付け打設性試験を実施した。充填材は無収縮モルタルとアスファルトマスチ

ックの２種類とした。施工は川崎製鉄（株）千葉製鉄所内（千葉県千葉市）で実施した。地盤は砂質土を主

体とした N 値 15 以下の層であり，この地盤に対しＨ形鋼 L=12m（内，継ぎ手長 11.4m）を打設した。打設

試験はいずれのケースも良好であり打設中に漏洩防止ゴム等の損傷も認められず，継手内洗浄後，継手下端

部まで充填が確認された。今後，試験体を引抜き，切り出した試験体に対し同様の耐水圧試験を実施するこ

とで遮水性能を確認したい。 
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図‐11 継手遮水性能試験結果 

×  Case1 P-P（（ﾓﾙﾀﾙ充填） 
◆  Case2 P-T（ﾓﾙﾀﾙ充填） 
▲  Case3 P-T（ｸﾞﾗｳﾄｼﾞｬｹｯﾄ） 
●  Case4 P-T(止水ｺﾞﾑ+ｸﾞﾗｳﾄｼﾞｬｹｯﾄ) 
△  Case5 P-T（ﾍﾞﾛ式） 
□  Case6 P-T（ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｽﾁｯｸ） 

試験体 継手  ﾓﾙﾀﾙ    充填材    継手管        特    徴 
 番号  タイプ ｼﾞｬｹｯﾄ               曲げ歪み 
Case1 P-P 型   無    無収縮ﾓﾙﾀﾙ    500μ   従来型 
Case2  P-T 型    無    無収縮ﾓﾙﾀﾙ    500μ   従来型 
Case3  P-T 型    有    無収縮ﾓﾙﾀﾙ    250μ   ﾓﾙﾀﾙｼﾞｬｹｯﾄのみ 
Case4  P-T 型    有    無収縮ﾓﾙﾀﾙ    250μ   ﾓﾙﾀﾙｼﾞｬｹｯﾄ＋止水ｺﾞﾑ 
Case5  P-T 型    無    無収縮ﾓﾙﾀﾙ    250μ   ﾍﾞﾛ式ｺﾞﾑ＋止水ｺﾞﾑ 

Case6  P-T 型    無    ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｽﾁｯｸ   500μ   ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｽﾁｯｸ充填 

表－１  継手部のモデル 
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